



















An examination of the experiences and functions of core members in case 











































































研 修 生 に 対 す る 教 育 も 目 的 と さ れ る





































































る中（Taylor & Neimeyer, 2016），学びを
通じたコミュニティの形成は専門職の発展
に寄与し，Y 会はこれに貢献していると思
































































































































































































































































































性別 年数 オリエンテーション 主なグループ経験
Fac＊１ 男 38年 ナラティヴ・アプローチ EG
＊３，SHG＊４，サポート・グループ，精神科小集団
精神療法，グループ・アプローチのスーパービジョン
Le＊２ 女 33年 力動的アプローチ 精神科小集団精神療法，精神科デイケア，SHG
A 男 20年 来談者中心療法 EG，グループ・スーパービジョン
B 女 18年 （作業療法士） 創作・スポーツ等プログラム，WRAP＊５
C 男 15年 来談者中心療法，認知行動療法 サポート・グループ，SHG，復職支援グループ
D 女 12年 来談者中心療法，認知行動療法
SST＊６，復職支援グループ，OT＊７活動グループ，音
楽療法グループ
E 女 ９年 力動的アプローチ ARP＊８，病棟コミュニティ・ミーティング
F 女 13年 力動的アプローチ（現：小学校教諭）
ARP，病棟コミュニティ・ミーティング，患者－ス
タッフ・ミーティング
※１．B 以外は臨床心理士有資格者　※２．Le は E の個人スーパーバイザー
＊１ファシリテーター（Facilitator），＊２リーダー（Leader），＊３エンカウンター・グループ（Encounter 
Group），＊４セルフヘルプ・グループ（Self-Help Group），＊５元気回復行動プラン（Wellness Recovery 






























































と言う。D と F はこれらの発言を受け，
コアメンバーになるのは“ラッキー”なこ
とだと語った（後掲の表３－３参照）。Le








































































メンバーの存在が Y 会での Le 自身の安心
感につながっていると話す（後掲の表４－
４参照）。その後，A の自信のなさの吐露，
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